
令和元年度 上田市立真田中学校 学校関係者評価シート お名前

学校教育目標 めざす子どもの姿 総 合 評 価 （○） と 課 題 （◇）

<かりがね精神> ○学校目標は概ね達成されている。目指す子供の姿を意識した教育活動が行われている。
・自ら意欲的に学ぶ生徒 ○長い目で子どもの成長を見守る姿勢がほぼ教師に根付いている。生徒との和やかな関係ができている。

・磨き合う知性 ○授業や生徒会において，課題に積極的に取り組む生徒の姿が見られる。
・豊かな心を育む生徒 ○学年が進むにつれ，清掃や作業に心を配る生徒の姿が多く見られている。

・感じ合う心 ○健康教育，花作りの活動を通して，自他の健康や命を大切にする心が育っている。
・進んで身体を鍛える生徒

・鍛え合う身体 ◇生徒が自己を見つめ計画し，自らの学力を高めていく学習習慣の定着をさらに目指す。
・命を大切にする生徒 ◇伝え合う活動を設定し，多様な意見に触れ，学びを深める生徒を育てていく。

・見つめ合う命 ◇振り返りで，自己を見返す場面を大切に設定し，次の学習への意識を高める。
◇自主・自立の姿を求め，粘り強く生徒の成長を促していく。

〇評価基準 ア･･･達成できた イ･･･おおむね達成できた ウ･･･やや達成できなかった エ･･･達成できなかった として調査し，下の式で全体評価を行った。
（アの人数×４+イ×３+ウ×２+エ×１)×２５＝Ｓ（合計点） Ｓ≧８５→Ａ Ｓ≧７５→Ｂ＋ Ｓ≧６５→Ｂ Ｓ≧５０→Ｃ Ｓ＜５０→Ｄ

領 今年度の 学校 関係
重点目標 評価の観点 ○実 績 （ ◇ 課 題 ） 自己 者の ・改善策・向上策

域 評価項目 評価 評価

授業の始めに，子ど ○目的をもって身体を動かせるように学習問 ・生徒の目的意識や意欲を引き出せるよう，学習問題の提示
もとともに学習課題 題を設定し，板書して生徒が確認できるよ の仕方を更に工夫したい。
を据え，板書する。 うにした。 ・学習課題が生徒の意識に沿ったものになるよう，個々の課

◇授業の最初の確認問題をもとに生徒の立場 Ｂ+ Ｂ+ 題をそれぞれがホワイトボードに書くなどの工夫をした
教 自分の考え で学習問題を設定し，見通しがもてるよう い。

に工夫したが，やや時間がかかる。 ・授業や単元でつける力を明確にし，学習課題を追究できる
育 をもち 題材の選定や，授業の進め方を更に工夫したい。

活 主体的に 授業において，発表 ○個人追究と話し合いの時間を明確にするこ ・互いの意見をしっかりと伝え合えるように，話し合いの隊
や話し合いなど自分 とで，個の考えがもてた上で話し合いに臨 形を工夫したい。

動 学ぶ授業 の考えを伝え合い， めるように工夫した。 Ｂ Ｂ ・発表の場面では，様々な見方や考え方に触れて自己の考え
学び合う場を設定し ◇話し合いや発表のルールの指導ができず， を深められるように，自己評価の仕方を工夫したい。
ているか。 身についていない面が見られた。 ・誰とでもペアやグループでの活動ができるように，日頃か

◇ペア作りを心がけたが，難しさも見られた。 ら人間関係づくりを進めたい。

授業に，振り返りの ○授業終末の自己評価を継続的に実施するこ ・「できた・できなかった」だけでなく，その理由も考るよ
場面（自己評価・相 とができた。 うに工夫して，学び方や追究の仕方のよさを実感できるよ
互評価）を設定して ◇意識はしたが，なかなか時間を確保するこ Ｂ+ Ｂ+ うにしたい。
いるか。 とができなかった。 ・単元や題材を通して自己評価・相互評価を蓄積し，生徒が

◇振り返りの良さをさらに明確にしたい。 自己の成長を実感できるようにしたい。

授業内容と結びつい ○生徒が授業内容と家庭学習とを結びつけて ・家庭学習へのコメントを大切にし，個々の意欲が継続する
た，主体的な家庭学 考えられるように，内容を工夫できた。 ようにしていく。
習になるよう指導し ○家庭学習の内容ややり方を具体的に指示す ・作業的な提出ノートではなく，授業と関連させ，個々の課
ているか。 ることができた。 Ｂ Ｂ+ 題克服につながるように，家庭学習の内容を更に工夫した

◇家庭学習の課題を自分で見つけられない生 い。
徒への支援がさらに必要だった。 ・自分で課題を見つけられない生徒に対して，個別の声がけ

をし，その実態をもとに支援をしたい。

互いの違いを認め， ○人権に関わる発言を聞いたときは，その場 ・自他を大切にする心を養う活動や教材を調べ，取り組みた
自他共に大切にし合 で注意することができた。 い。
えるよう指導してい ○異なる意見を大切にとり上げるように意識 Ａ Ａ ・行事や学活，清掃などにおいて，１人１人の役割を明確に
るか。 し実践できた。 し，それぞれが責任もって取り組めるように支援したい。

・Ｑ－Ｕ検査などの結果を活かして，個々を見つめたい。
教 伝え合い，

友達の考えや意見を ○継続的な姿勢づくりの努力ができた。 ・友が話し始める前に，聴く気持ちや姿勢をつくるように，
育 認め合い， 真剣に聴けるような ◇聴く姿勢の弱いときは声がけをしているが， 継続的に声がけをしたい。

集団づくりをしてい 聴く力を育てるには時間がかかると感じて Ｂ+ Ａ ・発表や発言の場面での指導を徹底し，「真剣に聴くことは
活 高め合う るか。 いる。 相手を大切にすることである」という意識を育てたい。

動 集団づくり
集団の一員として， ○自主的に判断し，行動する姿を意識して見 ・学級や生徒会，行事などで役割を具体的に分担し，個々が
自主的・自律的行動 つけ，認め，励ますことができた。 Ａ Ａ 責任をもって取り組めるように支援したい。
ができるよう指導し ○特別支援の生徒達が，集団の一員として位 ・取り組みのよさを互いに評価し，認めあえる場を設定し，
ているか。 置づくように努力することができた。 自己肯定感を高めたい。

望ましい生活習慣が ○朝の入室や食事などでより良い行動を促す ・休日の行動など，事前に予想できる場面では，声がけをし
身につくよう指導し 声がけができ，生徒も素直に聴くことがで たい。
ているか。 きていた。 ・生徒に対する教師の指導方法を，生徒の実態に合わせてい

◇１度の指導では，生徒に変化は見られない Ｂ+ Ｂ+ く事を心がけたい。また，結果をあせらず，認める面を持
ことがあった。 ちながら継続的に改善を願っていく姿勢をもち続けたい。

◇就寝時間が遅くならないように，メディア ・ＳＮＳの使い方に対する視覚的な授業を，学年単位で工夫
の使い方を見直す指導が必要である。 して行いたい。

命を大切にするよう ○命をテーマに実践を伴った学習となるよう ・健康教育や園芸のサルビア作りの活動を更に充実させ，命
指導しているか。 に，健康教育の単元を工夫できた。 Ａ Ａ の大切さを深く学べるようにしたい。

時間を大切にして部 ○平日２時間，休日３時間を守り，生徒の健 ・時間やルールの大切さを実感できるように，部活動での指
活動に参加できるよ 康を考えながら充実した活動ができた。 Ａ Ａ 導を更に充実させたい。
う指導しているか。

保護者と願いを共有 ○支援会議や懇談などで保護者の願いを丁寧 ・保護者と密で細やかに連絡をとる姿勢をさらに大切にし，
した学校づくりに努 に聞き，生徒への支援を工夫することがで Ｂ+ Ｂ＋ 保護者と生徒の願いに沿った支援ができるようにしたい。
めているか。 きた。

家庭や地域
学 地域と連携し，生徒 ○地域が計画したボランティアなどの活動に， ・総合的な学習の時間や，ボランティア活動など，地域との

と連携した に地域愛や活動で培 多くの生徒が自主的に参加できた。 Ｂ+ Ｂ＋ 連携を深める活動を更に大切にしていきたい。
校 う力が育つよう努め ○食育の授業で，地域のよさを知る活動を， ・食育で学んだ地域食材の素晴らしさをはじめ，真田地域・

学びの場の ているか。 今年も実践することができた． 上田市・長野県のよさを実感できる活動を実践したい。
運

創造 地域に開かれた，ま ○サルビア作りや「かりがね祭」などを通し ・様々な機会を大切にするとともに，あいさつの向上につと
営 た，地域に信頼され て，真田中の良さを発信し，地域に信頼さ Ｂ+ Ｂ＋ め，地域の信頼が深まるように心がけたい。

る学校づくりに努め れる学校を目指すことができた。 ・登下校時や公共の場での指導も更に大切にし，学校外でも
ているか。 ルールやマナーを守れるようにしたい。

小学校と連携した教 ◇小学校が３つあり，具体的な連携教育の工 ・授業研究や校内研修への相互参加など，小中が関わる機会
育を進めているか。 夫の難しさを感じる。 Ｂ Ｂ を設け，情報交換や課題共有の場としたい。

◇人権感覚など，課題と目的を共有した道徳
教育の必要性を感じている。


